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自己紹介自己紹介
 昭和38年 福岡県大牟田市に生まれる

 昭和63年 九州大学医学部卒業、第二外科入局

 ～平成2年 九大病院第二外科、福岡市民病院外科研修医

 平成2 6年 抗癌剤の薬理学研究 MDアンダ ソン癌センタ 留学 平成2-6年 抗癌剤の薬理学研究、MDアンダーソン癌センター留学

 平成6-8年 早良病院（内科、外科140床）胃腸科外科

 平成8年秋以降 九州大学医学教育学成 年秋以降 州大学医学教育学

 平成10年 文部省高等教育局医学教育課（半年間）

共用試験システムを提案した研究班に所属

 平成14年以降 共用試験医学系OSCE関連の委員会に所属

東京医科歯科大学医歯学教育システム研究センター

 平成16年4月 九州大学医学教育学教授に赴任 平成16年4月 九州大学医学教育学教授に赴任

 平成20年10月 九州大学附属図書館副館長に併任

 平成23年4月 統合新領域学府ライブラリーサイエンス専攻教授に併任
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附属図書館付設教材開発センター教授に併任



普段の業務普段の業務

 九州大学の教育関連事業の企画・実施 九州大学の教育関連事業の企画 実施

 医学部、大学院、病院

 病院地区の医療系学部 病院地区の医療系学部

 全学、医学以外の領域

 教育改革企画支援室 教育改革企画支援室

 附属図書館副館長

 統合新領域学府ライブラリ サイエンス専攻（LSS） 統合新領域学府ライブラリーサイエンス専攻（LSS）
 附属図書館付設教材開発センター

・・・・・・・ときどき学外で診療
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附属図書館関連の業務附属図書館関連の業務

 附属図書館 附属図書館

 電子ジャーナル専門委員会専門部会部会長

 学術情報リポジトリ専門委員会 学術情報リポジトリ専門委員会

 統合新領域学府ライブラリーサイエンス専攻

 設置に関する学内検討～文部科学省との折衝

 専任教員として「学習科学」、「コミュニケーション
論」、「コミュニケーション演習」、「PTL1」を担当

 附属図書館付設教材開発センター 附属図書館付設教材開発センタ

 設置に関する学内検討～執行部との折衝

 知の公共化～教材の発信に関する著作権処理
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 知の公共化～教材の発信に関する著作権処理



私のスタンス私のスタンス

 出発点は 外科医兼薬理学研究者 出発点は、外科医兼薬理学研究者

 平成8年から医学部教育の開発・研究

成 年 グ関連教育 平成16～18年にｅラーニング関連教育ＧＰの
実施責任者

 平成18年から全学の教育改革を併任

 平成20年夏までは大学図書館の1ユーザー 平成20年夏までは大学図書館の1 ザ

 この3年間、大学図書館の運営に関わり関連
大学院と全学的な教材開発支援事業に着手大学院と全学的な教材開発支援事業に着手
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お送りした抄録お送りした抄録

 九州大学における知の公共化の取り組み―課題と今後 九州大学における知の公共化の取り組み 課題と今後
の展望―

 人は、問題を解決するため、得られた情報をもとに知を創
造する。そして、この知を情報として記録し、管理・提供す
ることで、知が継承されていく。九州大学では、この知の
創造・継承プロセスを踏まえ、知の公共化への取り組みを
推進している 代表的な学術情報として「教材 と「研究成推進している。代表的な学術情報として「教材」と「研究成
果物」を採り上げ、前者については、教材開発センターが
平成２３年４月に附属図書館に設置された経緯を 後者に平成２３年４月に附属図書館に設置された経緯を、後者に
ついては、機関リポジトリと出版との連携に関する具体的
事項を紹介し、それぞれ検討する。
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いただいた質問 コメント その1いただいた質問・コメント：その1
 「知の公共化」の範囲をどう設定するのか つ 「知の公共化」の範囲をどう設定するのか。つ

まり、公共時空間ですが、空間として、学内に
限るのか 地域に広げるのか 日本か 世界限るのか、地域に広げるのか、日本か、世界
か。時間として、どのような先を見越している
かか。
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いただいた質問 コメント その2いただいた質問・コメント：その2
 大学図書館の先をどう見越しているか たとえ 大学図書館の先をどう見越しているか。たとえ

ば、10年後、20年後、50年後について。（こ
れは 大学出版の先をどう見越すかと 密接れは、大学出版の先をどう見越すかと、密接
な関連があるので。）
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いただいた質問 コメント その3いただいた質問・コメント：その3
 電子書籍と図書館の関係 たとえば電子書籍 電子書籍と図書館の関係、たとえば電子書籍

が図書館をどのように変えていくのかについ
てどのような予想をも ているのかについてもてどのような予想をもっているのかについても
触れていただければ嬉しいです。
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いただいた質問 コメント その4いただいた質問・コメント：その4
 機関リポジトリについては 大学出版部協会では 機関リポジトリについては、大学出版部協会では

、東京電機大学出版局の植村八潮氏が、『大学
出版』８１号（２０１０年３月）の「デジタルアーカイ出版』８１号（２０１０年３月）の「デジタルア カイ
ブの動向と出版の役割」で、否定的にではなく批
判的に 本質的と思われる問題を指摘しています判的に、本質的と思われる問題を指摘しています
。具体的には、学術書の出版ではなされてきた編
集過程における「信頼性の付与」が 現在のリポ集過程における「信頼性の付与」が、現在のリポ
ジトリには決定的に欠けている、等です。

 こうした点について どのようにお考えにな てお こうした点について、どのようにお考えになってお
られるのか、ぜひおうかがいししてみたいと存じま
すす。
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私のスタンスから私のスタンスから…

吃驚 反省 後悔 開直 前進吃驚・反省・後悔・開直・前進
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講演の目的講演の目的

大学出版部協会 2011年度編集部会大学出版部協会 2011年度編集部会
秋季研修プログラムの充実のため

 「九州大学における知の公共化の取り 「九州大学における知の公共化の取り
組み」を出発点として、大学の教育・研
究と大学図書館や出版との間に横たわ
る現在～将来における課題を共有しる現在 将来における課題を共有し、
その解決について検討するため
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ContentsContents
 Introduction（20分） Introduction（20分）

 九州大学における「知の共有化」の取り組み

 「ライブラリーサイエンス」とは

 教材開発センターの任務と自分の担当

 学術情報リポジトリ

 Discussion（30分） Discussion（30分）
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九州大学附属図書館の長期目標・理念
九州大学附属図書館要覧：P.1、平成21年9月

1 大学図書館基準（昭和27年制定 昭和57年1. 大学図書館基準（昭和27年制定、昭和57年
改定）が示す大学図書館の機能を第一の目
標とする 即ち 大学における教育研究の基標とする。即ち、大学における教育研究の基
盤施設として、学術情報を収集・組織化・保管
し これを利用者の研究 教育 学習のためのし、これを利用者の研究・教育・学習のための
利用要求に対し効果的に提供することを目指
すす。
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九州大学附属図書館の長期目標・理念
九州大学附属図書館要覧：P.1、平成21年9月

2 電子化資料の整備を進めることを第二の目標2. 電子化資料の整備を進めることを第二の目標
とする。即ち、紙媒体での学術情報の創造・
発信とその世界規模での共有という新たな機発信とその世界規模での共有という新たな機
能を充実し、さらに昨今の急激な電子化・ネッ
トワ ク化の動きに対応して オンラインジトワーク化の動きに対応して、オンラインジャ
ーナルへのアクセスを確保するという情報配
信機能 整備を る信機能の整備を図る。

3. 九州大学の新しい機能と組織に対応した大学3. 九州大学の新しい機能と組織に対応した大学
図書館を構築・運営し、大学改革と活力ある
大学づくりに積極的に寄与することを第三の大学づくりに積極的に寄与することを第三の
目標とする。
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大学図書館に求められる機能・役割
大学図書館の整備について（審議のまとめ）－変革する大学にあって求められる大学図書館像－大学図書館の整備について（審議のまとめ）－変革する大学にあって求められる大学図書館像－、
文部科学省学術情報基盤作業部会、平成22年12月
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https://qir.kyushu-
u.ac.jp/dspace/bitstream/2324/19702/1/president.pdf



大学図書館職員に求められる資質・能力
大学図書館の整備について（審議のまとめ）－変革する大学にあって求められる大学図書館像－大学図書館の整備について（審議のまとめ）－変革する大学にあって求められる大学図書館像－、
文部科学省学術情報基盤作業部会、平成22年12月
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ライブラリーサイエンス専攻の設置ライブラリーサイエンス専攻の設置
1） 情報の管理・提供の意義

統合新領域学府のコンセプト
各部局の細分化した理論や実践知の統合

•情報の収集・活用により創造された知→記録され、継承・利用される→新たな知の
創造 ＝「知の創造・継承活動」

•“知の創造・継承プロセス”における情報の管理と提供⇒「ヒト」と「場」

2） 急速な情報化による社会の変容
により、新たな知の創造を行う

2） 急速な情報化による社会の変容

•急速な情報化による以下のような新たな問題

•電子化された大量かつ流動的な情報の氾濫

•ユーザーの要求：「必要な情報を効率的に」、「いつでもどこでも」

平成21年度設置

•最適な情報を評価・選別し提供を行うことが困難

•電子媒体の文書に関する法制面・流通面でのさまざまな課題

3） 高度情報化社会に求められる新たな人材

ライブラリーサイエンス専攻

•ユーザーの知的活動を支え情報を管理し提供する人材

•情報の管理と提供に対する新たな能力を持つ人材

4） 本学に開設する意義

●修士課程（23年4月）
●博士後期課程（25年4月）

知の情報についての新たな

• 本学独自の学府・研究院制度の活用

• 人類・社会が抱える課題から科学を捉え直し人材を養成する統合新領域学府へ
の配置

• 人材養成、学問領域の開拓の場として図書館、大学文書館を利用

• 高度なサービス機能や電子リソースの整備 学びの場の提供で全国をリード
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情報 新
学問領域を開拓する

• 高度なサ ビス機能や電子リソ スの整備、学びの場の提供で全国をリ ド
（図書館）

• 特色ある史資料の系統的な収集（付設記録資料館）

• 大学史料の組織的集中的な保存、管理、提供（大学文書館）



ライブラリ サイエンスとはライブラリーサイエンスとは

 ザ の視点に立 た ユーザーの視点に立った
情報の管理と提供を確
保し 同時に「知の創造保し、同時に「知の創造
と継承」を支えるあらたな
「場」（これを「ライブラリ
ー」と呼ぶ）を科学する。

 情報の収集・活用により
創造された知は、記録さ
れ、継承されてこそ、あら
たな知の創造へと展開すたな知の創造へと展開す
ることができる。
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ライブラリ サイエンスとはライブラリーサイエンスとは

 ライブラリ 図書館とい ライブラリー=図書館とい
う固定観念を超えて、図
書文献資料 文書記録書文献資料、文書記録
資料（アーカイブス資料）
等の別なく、統合された
方法論にもとづき、情報
管理・提供のあたらしい
ステ ジを開拓するステージを開拓する。
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情報の管理 提供に関する科学情報の管理・提供に関する科学

ザ ズと知 創造 継承プ1. ユーザーのニーズと知の創造・継承プ
ロセスを把握し、ユーザーにとって意
義ある情報の管理・ 提供を行うため
の能力の養成

2. ユーザーの多様な情報要求への対応
 図書館情報学における内容に基づく情報 図書館情報学における内容に基づく情報

の体系化と、記録管理学での生成・利用の
文脈に基づく情報の体系化の統合的活用

 情報科学的手法による内容に基づく情報情報科学 法 容 情報
の組織化

 インターネット上の情報の膨大さと信頼性
を考慮した利用への対応

3. 電子媒体に記録された情報を法制面
や流通制度面で適切に対処できる専
門職の養成門職の養成

21



「ライブラリ サイエンス専攻」の理念と目的「ライブラリーサイエンス専攻」の理念と目的
1. ユーザーのニーズと知の創造・継承

プロセスを把握するための理論や技

能に関する教育

2 図書館情報学と記録管理学を統合し2. 図書館情報学と記録管理学を統合し

た一体教育

3. 情報の管理・提供を実現するための、

データエンジニアリングを含む情報通

信技術の教育

4. 電子媒体の情報も対象とした、情報4. 電子媒体の情報も対象とした、情報

法制の現状ならびにその哲学に関す

る教育と流通制度に関する教育

5 これからの情報の管理 提供のあり方5. これからの情報の管理・提供のあり方

、知の創造・継承活動を支える「場」の

あらたな機能などについて探求する

能力を身 けさ る教育能力を身につけさせる教育
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九州大学附属図書館付設教材開発センター
Innovation Center for Educational Resource：ICER 
 インストラクショナルデザインに基

づいた教材、教育方法を開発・適
用し、協調型・学生主導型学習を
推進することで、自律的な学習と
実践力を育成する教育技術の普実践力を育成する教育技術の普
及と促進

 双方向型３次元マルチメディアや
ゲーム性を活用した携帯端末やゲ 性を活用した携帯端末や
デジタル放送等の新技術に対応
する教材コンテンツの開発を通し
て、学習意欲を高めるコンテンツ
の作成技法や作成効率を高めるの作成技法や作成効率を高める
作成ツールを提供

 OCW、YouTube などを活用し
たオンデマンド学習の推進と こたオンデマンド学習の推進と、こ
れら教育コンテンツ再利用のため
の著作権処理システムやSNSの
活用を図ることで、学内外も含め
た知 共化と学び 共 体た知の公共化と学びの共同体の
醸成をリード
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九州大学附属図書館付設教材開発センター
Innovation Center for Educational Resource：ICER 
 インストラクショナルデザインに基

づいた教材、教育方法を開発・適
用し、協調型・学生主導型学習を
推進することで、自律的な学習と
実践力を育成する教育技術の普実践力を育成する教育技術の普
及と促進

 双方向型３次元マルチメディアや
ゲーム性を活用した携帯端末やゲ 性を活用した携帯端末や
デジタル放送等の新技術に対応
する教材コンテンツの開発を通し
て、学習意欲を高めるコンテンツ
の作成技法や作成効率を高めるの作成技法や作成効率を高める
作成ツールを提供

 OCW、YouTube などを活用し
たオンデマンド学習の推進と こたオンデマンド学習の推進と、こ
れら教育コンテンツ再利用のため
の著作権処理システムやSNSの
活用を図ることで、学内外も含め
た知 共化と学び 共 体た知の公共化と学びの共同体の
醸成をリード
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九州大学学術情報リポジトリ
https://qir.kyushu-u.ac.jp/

 目的 目的

 学内で生産された知的生産物を保存・公開

文献投稿者 文献投稿者

 九州大学に在籍する、または在籍したことのある
教員及び大学院生

 効果効果

 研究成果のインパクト向上

 恒久的保存 恒久的保存

 社会貢献・産学連携
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QIRコンテンツの一例QIRコンテンツの 例
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学術情報リポジトリ係から その1学術情報リポジトリ係から：その1

 図書館は大学出版会と連携していきたい。

 リポジトリは 出版社と競合したり 従来の出 リポジトリは、出版社と競合したり、従来の出
版モデルを破壊するようなものではない。

 むしろ 連携する とでお互いの強み 弱みを むしろ、連携することでお互いの強み・弱みを
補いあえるのでは。

27



学術情報リポジトリ係から その２学術情報リポジトリ係から：その２

 連携方法（例） 連携方法（例）

 絶版図書を機関リポジトリで公開

 機関リポジトリで電子版を公開し、印刷版を

大学出版会からオンデマンドで発行

 冊子（大学出版会で発行）＋Webコンテンツ（機関
リポジトリで公開）の教科書

たとえばこんな連携体制で
• リポジトリで公開する資料は出版会が選択リポジ リ 公開する資料 出版会 選択
• エンバーゴを設定
• 著作権処理は出版会が行う
• 電子ファイル化は図書館が行う

28

• 図書館でメタデータを付与(=各種検索エンジンでヒット)



いただいた質問 コメント その1いただいた質問・コメント：その1
 「知の公共化」の範囲をどう設定するのか つ 「知の公共化」の範囲をどう設定するのか。つ

まり、公共時空間ですが、空間として、学内に
限るのか 地域に広げるのか 日本か 世界限るのか、地域に広げるのか、日本か、世界
か。時間として、どのような先を見越している
かか。
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いただいた質問 コメント その2いただいた質問・コメント：その2
 大学図書館の先をどう見越しているか たとえ 大学図書館の先をどう見越しているか。たとえ

ば、10年後、20年後、50年後について。（こ
れは 大学出版の先をどう見越すかと 密接れは、大学出版の先をどう見越すかと、密接
な関連があるので。）
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いただいた質問 コメント その3いただいた質問・コメント：その3
 電子書籍と図書館の関係 たとえば電子書籍 電子書籍と図書館の関係、たとえば電子書籍

が図書館をどのように変えていくのかについ
てどのような予想をも ているのかについてもてどのような予想をもっているのかについても
触れていただければ嬉しいです。
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いただいた質問 コメント その4いただいた質問・コメント：その4
 機関リポジトリについては 大学出版部協会では 機関リポジトリについては、大学出版部協会では

、東京電機大学出版局の植村八潮氏が、『大学
出版』８１号（２０１０年３月）の「デジタルアーカイ出版』８１号（２０１０年３月）の「デジタルア カイ
ブの動向と出版の役割」で、否定的にではなく批
判的に 本質的と思われる問題を指摘しています判的に、本質的と思われる問題を指摘しています
。具体的には、学術書の出版ではなされてきた編
集過程における「信頼性の付与」が 現在のリポ集過程における「信頼性の付与」が、現在のリポ
ジトリには決定的に欠けている、等です。

 こうした点について どのようにお考えにな てお こうした点について、どのようにお考えになってお
られるのか、ぜひおうかがいししてみたいと存じま
すす。
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講演の目的を振り返る講演の目的を振り返る

大学出版部協会 2011年度編集部会大学出版部協会 2011年度編集部会
秋季研修プログラムの充実のため

 「九州大学における知の公共化の取り 「九州大学における知の公共化の取り
組み」を出発点として、大学の教育・研
究と大学図書館や出版との間に横たわ
る現在～将来における課題を共有しる現在 将来における課題を共有し、
その解決について検討するため
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